
      社会貢献活動（地域ボランティア活動）の実施報告 
 
                                               （一社）函館林業土木協会 
 
  活動内容 

 
    五稜郭保安林周辺の環境整備を昨年度に引き続き実施 
  

１ 実施年月日 ：  令和５年６月１６日（金） 
２ 実施場所  ：  北海道函館市本通１丁目 五稜郭保安林 
           檜山森林管理署管内 五稜郭保安林（ヤチダモ林） 
３ 参加会員数 ：  檜山森林管理署 署長ほか２名 
          参加会員企業２４社及び事務局 ４８名 計５１名 
４ 活動内容  ： 
 檜山森林管理署は、渡島半島南部の国有林約１１万haを経営管理していますが、江戸時代末期に函館

戦争の舞台となり、現在は道南の観光名所となっている五稜郭の周辺にも国有林があります。 
 この国有林は、五稜郭の築造時にアカマツなどを植栽したことを端緖とし、その後、風致保安林と保

健保安林に指定され市民のレクレーションなどの場として利用されるなど、多くの市民から親しまれて

いる箇所です。林内にはオオバユリなどの貴重な植物が自生していることから、地域住民の関心が高い

場所でもあります。 
 この保安林沿いには、ゴミの不法投棄を防ぐため、森林管理署が木製の防護柵を設置しており、当協

会は森林管理署の同意を得て、防護柵の手入れと周辺の環境整備を行うこととしました。 
 昨年度まで２年間にわたり保護塗料の塗布を実施しましたが、横板取付金具の木ネジ（鉄ネジ）に錆

びの進行が確認され、また、脱落・中折れが数多く見受けられたことから、これらの補修にボランティ

ア活動として取り組むこととしました。 
 当日は、当協会から４８名が参加しました。開会式では、戸沼 淳会長からの挨拶の後、小笠原正樹

森林管理署長から感謝の言葉をいただき、横板の木ネジ交換作業及び清掃作業を手分けして行いました

。 
 当協会では、今後も地元に役立つボランティア活動を実施していく考えです。 
 なお、この活動は、地元の新聞にも取り上げられました。 
 
  活動写真 

 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       戸沼会長の挨拶             檜山森林管理署長小笠原様のご挨拶 
 
 
 
 
 
 



 

  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
           横板金具の取り替え                  横板金具の取替え 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
           横板ひび割れ補強                     沿道の清掃作業 
 
 

 


